
表 2：週 ４日 勤 務 の 賃 金 比 較 　 単 位 ： 円

基 本 賃 金 ボーナス

1,200/時給 ５か月

10．5万/月給 ２５万

 875/時給 5．6か月

　 社　     　名

　私　鉄　Ａ　社

　私　鉄　Ｂ　社

ＮＴＴ 東京地域

表１：60歳超え社員の思い　（％）

現状でよい 3.0

人間ドックの受診　 23.9

昼食補助　 19.8

病気休暇の有給化 15.2

時給制から月給制へ 11.1

週4日勤務等の賃金改善　 9.6

ボーナスの地域間格差是正 9.1

フルタイム賃金の格差是正 6.1

その他 2.0

複数回答可　（Ｎ関労11春闘アンケート）
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みんなの思い一部前進
改
善
望
む
が
圧
倒
的

表
１
は
、
今
春
に
実
施
し
た
60
歳

超
え
契
約
社
員
の
方
た
ち
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
す
。
現
状
の
ま
ま

で
良
い
は
、
わ
ず
か
３
％
。
そ
の

他
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
や
昼

食
補
助
な
ど
の
改
善
を
望
む
声
が

昨
年
同
様
、
圧
倒
的
で
し
た
。

こ
う
し
た
要
求
を
踏
ま
え
、
昨

年

12
月
の
交
渉
で
、
「
せ
め
て
人

間
ド
ッ
ク
と
昼
食
補
助
く
ら
い
は
、

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
声

が
多
い
。
年
配
者
に
と
っ
て
人
間

ド
ッ
ク
は
切
実
」
な
ど
と
、
会
社

の
考
え
方
を
正
し
ま
し
た
。

要
求

や
っ
と
届
い
た

こ
れ
に
対
し
て
会
社
側
よ
り
、

「
こ
れ
ま
で
も
、
休
暇
の
創
設
な

ど
の
改
善
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
メ
ニ
ュ
ー
は
な

い
状
況
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
て
い
き
た
い
」
と
、

は
じ
め
て
前
向
き
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
３
月
、
昼
食
補

助
に
つ
い
て
は
賃
金
へ
の
反
映

な
ど
事
務
処
理
等
が
整
い
次
第
、

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
に
実
施
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
つ
い

て
は
、
月
給
制
の

60
歳
超
え
契

約
社
員
の
導
入
を
検
討
す
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

め
ざ
そ
う
60
歳
定
年
延
長

し
か
し
、
今
回
の
回
答
で
は
週

４
日
勤
務
者
等
は
と
り
残
さ
れ
た

格
好
で
す
。

私
た
ち
は
、

60
歳
超
え
労
働
者

の
労
働
条
件
（
賃
金
）
が
、
首
都

圏
の
私
鉄
２
社
と
く
ら
べ
Ｎ
Ｔ
Ｔ

は
見
劣
り
し
て
い
る
実
態
（
表
２
）

な
ど
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
要
求

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
し
て
、

50
歳
退
職
・
再
雇
用

制
度
の
廃
止
と

60
歳
定
年
延
長
を

め
ざ
し
ま
す
。

年
間
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、

東
日
本
会
社
が
5.06
か
月
、

OS
会
社
は
4.5
か
月
の
回

答
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し

た
。親

会
社
・
東
日
本
会
社

の
業
務
委
託
費
の
削
減
等

の
な
か
で
、
子
会
社
・

OS
会
社
は

大
幅
な
利
益
を
出
せ
な
い
構
造
に

し
、
0.5
か
月
超
の
ボ
ー
ナ
ス
格
差

ま
で
つ
け
る
と
は
、
ヒ
ド
い
話
し

で
す
。

こ
の
よ
う
に
利
益
を
独
り
占
め

に
し
て
き
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
毎
年
数

千
億
円
の
儲
け
を
貯
め
つ
づ
け
内

部
留
保
は
９
兆
７
千
億
円
超
に
も

達
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
私
た
ち
の
賃
金
は
、
こ

の

10
年
間
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
社
会
的
責
任
を
自
覚

し
、
非
正
規
・
正
規
労
働
者
の
待

遇
を
改
善
し
内
需
を
拡
大
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
す
。

３
月
会
社
側
よ
り
、
①
シ
ニ
ア
プ
ロ
、
シ
ニ
ア
エ

キ
ス
パ
ー
ト
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ
（
以
下
、

「

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
（
月
給
制
）
」
と
い
う
）

と
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
（
時
給
制
）
に
対
し
、
社

員
に
準
じ
て
「
昼
食
補
助
」
の
導
入
。
②
60
歳
超
え

契
約
社
員
の
（
月
給
制
）
に
対
し
て
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
の
検
討
、
と
回
答
提
示
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
み
な
さ
ん
の
要
求
（
表
１
）
が
、
一
部
で
す
が

通
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
な
る
前
進
に
向
け

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
福
利
厚
生

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか？

□突然解雇を告げられた

■賃金や残業代の未払い

□セクハラを受けた

■パワハラを受けた

□有給休暇がもらえない

■労働時間が延長された 他

秘密厳守
労働相談ほっとライン

03-6806-0255

フルタイムに昼食補助

月給制に人間ドック

大
惨
事
を
引
き
起
こ
し
た
福
島
第

一
原
発
事
故
。
賠
償
額
は
４
兆
円
超

と
も
い
わ
れ
、
電
力
料
金
の

16
％
引

き
上
げ
や
税
金
投
入
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
は
や
原
発
は
割
安

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

地
震
国
日
本
に
は

54
基
も
の
原
発

が
あ
り
、
一
刻
も
早
く
脱
原
発
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
必
要
で
す
。

そ
の
切
り
札
と
し
て
世
界
的
に
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
を
利
用
し
た
高
効
率
火
力

発
電
で
す
。
そ
の
仕
組
み
は
、
ま
ず

高
温
ガ
ス
に
よ
り
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で

発
電
し
、
そ
の
排
熱
を
利
用
し
て
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
し
ま
す
（
右
図
）
。

建
設
コ
ス
ト
は
原
発
１
基
分
と
同

等
の
出
力
な
ら

10
分
の
１
程
度
で
、

工
期
も
短
か
い
。
従
来
と
比
べ
燃
料

代
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
れ
ば
脱
原
発
は
可
能
で
す
。

新
火
力
発
電
で
脱
原
発
は
可
能

ボーナス格差



原
発
は
停
止
し
た
あ
と
も

炉
心
に
水
を
供
給
し
て
燃
料

か
ら
発
生
す
る
熱
を
取
り
除

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原

子
力
発
電
所
は
、
停
電
に
加

え
て
津
波
で
非
常
用
電
源
が

使
用
不
能
と
な
り
、
「
冷
や

す
」
機
能
を
失
い
大
惨
事
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
、
か

な
り
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
大

津
波
に
よ
る
自
然
災
害
で
は

な
く
、
「
想
定
内
」
の
人
災

と
の
論
調
を
強
め
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
、
東
京
電
力

作
成
の
資
料
を
ス
ク
ー
プ
し

た
４
月
６
日
の
朝
日
新
聞
の

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
設
計
の
違
い
歴
然

福
島
第
二
と
の
比
較

福
島
第
一
、
第
二
の
両
原

発
は
３
月

11
日
、
大
津
波
に

襲
わ
れ
、
電
源
を
失
っ
た
第

一
で
は
原
子
炉
の
制
御
が
困

難
に
な
り
、
そ
の
後
、
深
刻

な
ト
ラ
ブ
ル
が
続
発
。
し
か

し
、
第
二
で
は
大
き
な
事
故

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
理
由
は
上
図
を
見
れ

ば
一
目
瞭
然
で
す
。
タ
ー
ビ

ン
建
屋
な
ど
に
あ
る
福
島
第

一
の
非
常
用
発
電
機
な
ど
が

冠
水
し
、
６
号
機
の
１
系
統

を
除
き
使
用
不
能
。
気
密
性

の
高
い
原
子
炉
建
屋
内
の
福

島
第
二
で
は
非
常
用
発
電
機

の
機
能
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
設
備
が
ほ
ぼ
む
き

出
し
の
状
態
で
置
か
れ
た
福

島
第
一
の
ポ
ン
プ
が
す
べ
て

運
転
不
能
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
ポ
ン
プ
用
の
建
屋
内

に
置
か
れ
た
福
島
第
二
で
は
、

３
号
機
の
ポ
ン
プ
の
機
能
が

保
た
れ
、
原
子
炉
を
冷
却
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ス
ト
増
と
批
判
恐
れ

安
全
対
策
お
こ
た
る

こ
の
福
島
第
一
原
発
の
安

全
不
備
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

た
理
由
に
つ
い
て
、
東
電
の

中
堅
幹
部
は
次
の
よ
う
に
証

言
し
て
い
ま
す
。

①
も
し
、
改
修
に
踏
み
切
っ

た
と
し
た
ら
、
大
規
模
な
工

事
に
な
り
、
多
額
の
カ
ネ
が

か
か
る
。

②
上
司
に
防
波
堤
な
ど
を
、

「
な
ぜ
改
良
し
な
か
っ
た
の

か

」

と

尋

ね

た

と

こ
ろ

、

「
後
か
ら
直
す
と
、
当
初
の

対
策
が
甘
か
っ
た
と
い
う
指

摘
を
受
け
る
。
そ
れ
を
避
け

た
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
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こ
の
作
品
は

82
年
に
起

き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
レ
バ

ノ
ン
の
戦
争
に
監
督
自
身

が
イ
ス
ラ
ル
軍
歩
兵
と
し

て
19
歳
で
従
軍
し
た
実
体

験
を
も
と
に
し
た
ア
ニ
メ

作
品
で
す
。
描
か
れ
る
の

は
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の
大

虐
殺
。

レ
バ
ノ
ン
戦
争
に
従
軍
し
て
い
た

主
人
公
は
そ
の
記
憶
が
欠
落
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
当
時
の
仲
間
と
会

い
記
憶
を
手
繰
り
寄
せ
る
過
程
で
自

分
が
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
虐
殺
現
場
に

い
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。

物
語
に
登
場
す
る
の
は
か
つ
て
実

際
に
従
軍
し
た
戦
士
た
ち
。
話
す
言

葉
は
本
人
の
生
の
声
。
ア
ニ
メ
で
あ

る
と
同
時
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

よ
う
な
作
り
方
を
し
て
お
り
、
実
写

に
は
な
い
リ
ア
ル
感
の
中
で
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
よ
う
な
気
分
で
戦

車
を
運
転
す
る
仲
間
は
、
次
の
瞬
間
、

敵
兵
に
頭
を
撃
ち
ぬ
か
れ
蝋
人
形
の

よ
う
に
崩
れ
落
ち
、
敵
兵
に
包
囲
さ

れ
た
兵
士
は
、
砂
に
う
ず
く
ま
り
恐

怖
に
顔
を
引
き
つ
ら
せ
夜
を
待
っ
て

海
の
中
へ
逃
げ
込
み
ま
す
。
銃
撃
の

中
、
ワ
ル
ツ
を
踊
る
よ
う
な
軽
や
か

な
動
き
で
機
関
銃
を
連
射
す
る
イ
ス

ラ
エ
ル
兵
。

映
画
の
ラ
ス
ト
、
実
際
に
虐
殺
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
ス
映
像
が
映
し
出
さ
れ

ま
す

が
、

主
人
公

の
受
け
た
心
の
痛
み

の
大
き
さ
に
胸
を
締

め
付
け
ら
れ
ま
す
。

＝

Ｄ
Ｖ
Ｄ

レ
ン
タ

ル
可

映画紹介 ⑳

08

年

イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
作

戦
場
で
ワ
ル
ツ
を

東
電
自
ら

設
計
の
不
備
指
摘

人災
福島原発事故

改
修
す
れ
ば
大
工
事
に
な
り
金
が
か
か
る

後
か
ら
直
す
と
、
対
策
の
甘
さ
指
摘
さ
れ
る
関係者証言

「想定」から目をそむけた政官民
①米国の原子力規制委員会の1990年のリポー

トで、地震発生時に非常用ディーゼル発電機の破

損や停電、貯水タンクの故障などによる冷却機能

不全が高い確率で起こると指摘。経産省原子力安

全・保安院が2004年に、このリポートを紹介。

②2006年と2010年の国会質問にて地震や津波に

よる「電源喪失」が招く炉心溶融の危険性を指摘。

これに対し経済産業省原子力安全・保安院などは

電源喪失の可能性を否定してきました。

毎日新聞社説 原発政策の大転換を図れ
原発は大事故の影響があまりに大きく、長期に

及ぶ。予測不能な地震と原発の掛け算のようなリ

スクを、このまま許容できるとは思えない。

長期的な視点で原発からの脱却を進めたい。既

存の原発を一度に廃止することは現実的ではない

が、危険度に応じて閉鎖の優先順位をつけ、依存

度を減らしていきたい。第一に考えるべきは浜岡

原発だ。近い将来、必ず起きると考えられる東海

地震の震源域の真上に建っている。老朽化した原

発も危険度は高い。

地震国日本に適した電源と、それに基づく暮ら

し方を、今こそ探っていく時だ。（４．15社説 要旨）


